
研修名 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

第１水曜日

13：30～14：30

院内勉強会

第１水曜日

13：30～14：30

第４火　１回／３月

13：30～14：００

MSブレイン

栄養について（NST）

第2水曜日

13：30～14：15

がん薬物療法看護 がん薬物療法概論 抗がん剤曝露 急変時の対応 症状マネジメント 症状マネジメント 症状マネジメント

第２木　13：30～14:30 6/9 7/14 9/8 口腔粘膜炎･味覚障害 排便、神経障害 アピアランスケア

担当： 10/13 11/10 12/8

看護研究 概論 統計 論文の書き方 進捗状況確認 予備日 発表練習（仮） 発表（学術）

第２水　13：30～14：30 4/13 5/11 7/13 9/14 10/12 11/9 12/

担当：

看護必要度 フォローアップ フォローアップ

担当：記録委員 7/12 7/12

第2火13:30～14:30

第２・第４金曜日

13:30～14:30

担当：

オリエンテーション 安全管理 リーダーシップ 意思決定支援 地域包括 倫理 ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ能力 急変時の対応 まとめ

看護過程 医療安全 人間関係力 認知症 10/20 看取り 防災 1/19 発表

第3木曜日 5/19 感染 7/21 9/15 11/17 12/15 2/16

13：30～14：30 6/16
担当：

優先度に応じた 急変予測と対応 雨量安全 チームでの協働 コミュニケーション 意思決定支援 まとめ・発表

第１火曜日 ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ 薬剤の取り扱い 感染 診療報酬 手法

13：30～14：30

担当： 5/10 6/7 7/5 9/6 10/4 11/1 12/6

研修について 看護ケアの実際 医療安全（ＫＹＴ） 接遇 一年間のまとめ
医療制度の概要・病院機

能と組織の理解
全身性式・体位変換 身体拘束 発表

医療ﾁｰﾑ及び看護ﾁｰﾑの一員とし

ての看護補助業務の理解
食事介助・口腔ケア 倫理

初級コース　２回/月 個人情報と守秘義務 移乗（車椅子）排泄 感染管理

第２火・第４月　 医療安全

14:00～15：00

担当： 7/12　7/25 9/13　9/26 10/11　10/24 12/13　12/26 2/14　2/27

研修について 医療安全（ＫＹＴ） 一年間のまとめ

医療制度の概要・病院機

能と組織の理解
身体拘束 発表

医療ﾁｰﾑ及び看護ﾁｰﾑの一員とし

ての看護補助業務の理解
倫理

個人情報と守秘義務 感染管理

医療安全

6/14　　6/27 10/11　10/24 11/8　11/28 1/10　1/23

研修について・後輩指導の準備 グループ１　講義 グループ２　講義 医療安全（ＫＹＴ） 一年間のまとめ

医療制度の概要・病院機

能と組織の理解
身体拘束 発表

医療ﾁｰﾑ及び看護ﾁｰﾑの一員とし

ての看護補助業務の理解
倫理

個人情報と守秘義務 感染管理

医療安全

5/10　5/23 7/12　7/25 9/13　9/26 10/11　10/24 1/10　1/23

心不全の看護 BLS 医療安全 感染 看護研究 内視鏡検査の看護 認知症の看護

4/28 6/23 7/28 9/22 11/24 1/26 2/16

ABLについて 心ｴｺーについて 倫理について 医療安全 BLS 認知症について 感染防止対策 記録について

ME

医療安全 ＢＬＳ せん妄・認知症 記録・必要度 循環器看護 癌化学療法 泌尿器科看護 褥瘡 感染

癌性疼痛 記録・必要度 感染 顎変形症 眼科看護 化学療法 　　　　　BLS 認知症・せん妄 医療安全

4/22 5/27 6/24 7/22 9/30 10/28 11/25 1/27 2/24

ストマ管理 感染 せん妄・認知症 整形外科術後管理 BLS 看護研究 医療安全

耳鼻科疾患看護 小児疾患看護 急変時の対応 感染管理 せん妄・認知症 医療安全 がん看護

BLS （疼痛コントロール）

コロナ対応の指導 せん妄・認知症 高齢者のリハビリ 　　　医療安全 　　　感染看護 　　　　　BLS 看護記録

リハビリ科

認知症・せん妄 エンゼルケア 癌性疼痛 家族ケア 抗癌剤治療 医療安全 感染 BLS マインドフルネス

記録 褥瘡 倫理 在宅診療報酬について 医療安全 感染 在宅緩和 ＢＬＳ 認知症

感染 　倫理　 医療安全 ＢＬＳ 学生指導 褥瘡 認知症 リハビリ 感染 患者ｻｰﾋﾞｽ

2022年度　医療法人　協仁会　小松病院　教育計画

キ
ャ
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記録

目標：①病院理念を理解し、組織の一員として、助言を受けて行動できる。②正確な知識・技術を習得し、マニュアルに沿い助言を受けて安全に

看護が提供できる。③チームにおけるメンバーの役割を理解し、助言を受けて協働できる。④自己の課題を認識し、助言を受けて学習できる。

目的:①基本的な看護手順（マニュアル）に従い必要に応じて助言を得て看護を実践する　②助言を得てチームメンバーとしての役割が認識

でき行動ができる

ﾌｨｼﾞｶﾙｱｾｽﾒﾝﾄ

5/13

ｽﾄﾚｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

5/27

薬について

6/10

優先順位

6/24

全職員対象　　15:00～16:00

ク

リ

ニ

カ

ル

ラ

ダ
#

ＩＶナーステスト

4/16

書類説明

4/30

目標：日々の業務を看護師と協働しながら安全に看護補助業務を実施できる。
目的：自己の役割に責任と誇りを持ち業務を遂行することができる

　　  後輩指導ができる

①BLS

②まとめ・発表に向

けた説明

12/9

1年の振り返り発表

1/13

目標：①自己目標達成を部署目標に連動させ、目標達成に取り組める。②所属部署のルーチン業務を単独で実践できる。③日々のリーダー的

役割を認識する④自己の課題を認識し、自主的に学習できる。
目的:①組織の一員として役割を理解し、所属部署の目標を意識し行動する　②標準的な看護計画に基ずき自立して看護を実践する

        ③リーダーシップと看護チーム内でのリーダーの役割を理解する　④自己の課題を明確化し、達成に向けた学習活動自主的に行う

①夜勤前研修

②看護過程の事例

10/14

呼吸器について

10/28

麻薬について

抗がん剤　　11/11

退院前の他職種との

連携

11/25

看護倫理

7/8

①栄養管理・褥瘡

管理　②ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰ

ｼｮﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ

7/22

認知症看護

8/26

未修得技術の確認

9/9

BLS　　9/22

目標：ﾁｰﾑﾒﾝﾊﾞｰとして日々の業務を看護師と協働しながら安全に実施できる。

　　 ・ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟを発揮し後輩指導ができる。

     ・講義を担当し、知識の確認と指導を実践できる。

目的：看護チームの一員として自己の役割が理解でき業務を遂行できる

看護補助者に必要な

指導方法

目標：看護補助業務を遂行するために必要な知識・技術を習得できる
目的：看護補助者として働く環境を知ることで、チームの一員としての役

      割を理解できる

目的：①中堅看護師役割を理解し、リーダーとしての自覚を持つことができる。

　　　　②多職種と連携し、個別的なニーズに対応した看護が提供できる。

目標：①リーダーの役割を果たし、部署目標の達成に取り組むことができる。

　　　　②多職種と連携し、個別的かつ効率的な看護が実践できる。

訪問看護

松柏苑
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４階

５階

上級コース

第2火・第4月

14:00～15:00

担当：

クリニックこまつ・本院

２階

３階

ひまわり

在宅

ＮＳＴ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

中級コース2回/月

第2火・第4月

14:00～15:00

担当：

６階

７階

市

民

対

象

全

職

員

対

象

O

F

F

　―

　

J

T

学術

委員会

学術

委員会

伝達

講習

新入職

接遇


